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雲南病院だより雲南病院だより
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だ
よ
り

口
腔
が
ん
と
は
？

口
腔
が
ん
と
は
？

　
「
口
の
中
に
が
ん
が
で
き
る
の

で
す
か
？
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
口
腔

が
ん
は
が
ん
全
体
の
約
２
％
に
過

ぎ
ま
せ
ん
が
、
毎
年
約
２
万
人
以

上
が
口
腔・咽
頭
が
ん
に
か
か
り
、

約
７
千
人
以
上
が
死
亡
し
て
い
ま

す
。
実
は
患
者
数
は
増
加
傾
向
に

あ
る
疾
患
な
の
で
す
が
、
肺
が
ん

や
大
腸
が
ん
に
比
べ
て
認
知
度
が

低
く
、
痛
み
も
無
い
た
め
、
発
見

が
遅
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
早
期
発
見
で

き
れ
ば
90
％
以
上
が
治
る
見
込
み

が
あ
り
予
後
の
良
い
が
ん
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
口
腔
が
ん
の
リ
ス
ク
因
子
と
し

て
は
、
喫
煙
、
飲
酒
、
入
れ
歯
な

ど
の
慢
性
的
な
刺
激
、
口
腔
粘
膜

の
炎
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

部
位
別
の
頻
度
で
は
舌
が
最
も
多

く
、
そ
の
他
に
歯
肉
や
口
唇
、
頬

粘
膜
、
口
底
な
ど
に
で
き
ま
す
。

　
私
た
ち
の
口
腔
内
に
は
、
い
わ
ゆ
る
口
内
炎
と
呼
ば
れ
る
よ
う

な
粘
膜
疾
患
以
外
に
も
、
た
く
さ
ん
の
種
類
の
疾
患
が
発
症
し
ま

す
。
そ
し
て
中
に
は
「
口
腔
が
ん
」
と
呼
ば
れ
る
悪
性
腫
瘍
も
存

在
し
ま
す
。
今
回
、
口
腔
が
ん
や
注
意
す
べ
き
口
腔
疾
患
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

　
６
月
29
日
㈬
に
令
和
４
年
度
理
事
会
、
定
時
社
員
総
会
、
地
域
医
療
連
携
推
進
評
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
令
和
３
年
６
月
に
雲
南
市
立
病
院
と
町
立
奥
出
雲
病
院
で
設
立
し
、
今
年
で
２
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。こ
の
１
年
間
で
両
病
院
で
実
施
し
て
い
る
事
業
成
果
も
少
し
ず
つ
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
法
人
の
理
念
や
運
営
方
針
に
基
づ
き
掲
げ
ら
れ
た
事
業
を
さ
ら
に
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
理
事
会・定
時
社
員
総
会
で
は
、

令
和
３
年
度
事
業
の
取
り
組
み
を

報
告
し
、
今
年
度
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
主
な
事
業
成
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
「
医
療
機
器
の
共
同
利
用
」

１
「
医
療
機
器
の
共
同
利
用
」

　
雲
南
市
立
病
院
が
内
視
鏡
的
治

療
を
行
う
際
、
町
立
奥
出
雲
病
院

が
保
有
し
て
い
る
内
視
鏡
機
器
を

利
用
で
き
る
体
制
を
確
保
し
ま
し

た
。

２
「
２
「
周
産
期
の
機
能（
役
割
）分
担

周
産
期
の
機
能（
役
割
）分
担
」」

　
町
立
奥
出
雲
病
院
の
分
娩
取
り

扱
い
の
休
止
に
伴
い
、
そ
の
受
け

皿
と
し
て
雲
南
市
立
病
院
が
役
割

を
担
う
こ
と
と
な
り
、
周
産
期
医

療
の
集
約
化
を
図
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
奥
出
雲
町
の
妊
産
婦
の

分
娩
は
令
和
２
年
度
９
件
に
対

し
、
令
和
３
年
度
は
26
件
と
増
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
雲
南
市
立
病

院
は
町
立
奥
出
雲
病
院
へ
産
婦
人

科
医
を
派
遣
（
月
１
回
）
し
診
療

応
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
「
参
加
病
院
間
の

３
「
参
加
病
院
間
の

情
報
共
有
・
活
用
」

情
報
共
有
・
活
用
」

　
医
療
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に

「
ま
め
ネ
ッ
ト
」※ 1

を
活
用
し
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
連
携

カ
ル
テ
や
在
宅
ケ
ア
情
報
だ
け
で

な
く
、
今
後
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

や
予
約
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
や
雲
南
圏

域
の
病
院
、
診
療
所
や
介
護
施
設

な
ど
と
情
報
共
有
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
活
用
で
き
る
こ
と
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
主
な
事
業
計
画

は
、
昨
年
度
の
取
り
組
み
を
引
き

続
き
行
い
な
が
ら
新
た
な
事
業
も

進
め
て
い
き
ま
す
。
新
た
な
事
業

は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
「
１
「��

医
療
連
携
推
進
コ
ー
デ
ィ

医
療
連
携
推
進
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
活
用
」

ネ
ー
タ
ー
の
活
用
」

　
雲
南
圏
域
内
の
各
関
係
機
関
と

の
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め

島
根
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

令
和
４
年
10
月
に
医
療
連
携
推
進

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

※ 2

の
配
置

に
向
け
て
協
議
を
進
め
ま
す
。

２
「
２
「��

医
療
従
事
者
確
保
・

医
療
従
事
者
確
保
・

育
成
す
る
取
り
組
み
」

育
成
す
る
取
り
組
み
」

　
雲
南
圏
域
で
安
定
し
た
医
療
を

提
供
で
き
る
よ
う
医
療
従
事
者
の

確
保
や
育
成
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
①�

雲
南
市
・
奥
出
雲
町
の
地
域

枠
推
薦
医
学
生
や
医
師
と
雲

南
圏
域
の
現
状
と
課
題
を
共

有
す
る
た
め
の
取
り
組
み

　
②�

総
合
診
療
医
を
育
成
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築

　
③�

看
護
職
員
の
ス
キ
ル
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み

　
評
議
会
で
は
、
評
議
員
で
あ
る

雲
南
保
健
所
梶か
じ
浦う
ら
靖せ
い
二じ

所
長
よ
り

「
雲
南
圏
域
の
医
療
の
状
況
」
に

つ
い
て
情
報
提
供
い
た
だ
き
、
意

※
１　

ま
め
ネ
ッ
ト
・
・
・

医
療
機
関
、
訪
問
看
護
、
介
護
事
業
所
を

相
互
に
つ
な
ぐ
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

患
者
さ
ん
の
同
意
の
下
診
療
情
報
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
２　

医
療
連
携
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・・・

医
師
会
な
ど
に
在
宅
医
療
の
供
給
に
つ
い

て
の
検
討
や
病
院
・
行
政
な
ど
と
の
各
種

調
整
を
行
う
人
材

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
両
市
町
に

お
い
て
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を

効
率
的
に
提
供
で
き
る
体
制
を
確

保
し
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
雲
南
圏
域
内
の
関

係
機
関
と
の
さ
ら
な
る
連
携
、
協

力
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
の
で
、
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

口
腔
が
ん
の
症
状

口
腔
が
ん
の
症
状

　
い
わ
ゆ
る
口
内
炎
だ
と

思
っ
て
い
た
ら
、
実
は
口

腔
が
ん
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
少
な
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
口
腔
が
ん
は
進
行

し
な
け
れ
ば
、
痛
み
を
伴

わ
な
い
こ
と
も
多
く
、
特

に
早
期
が
ん
で
は
口
内
炎

と
の
区
別
が
困
難
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
口
内
炎
が

数
ヵ
月
も
持
続
す
る
よ
う

な
場
合
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
進
行
す
る

と
所
属
す
る
リ
ン
パ
節
へ

の
転
移
や
全
身
の
臓
器
へ

の
転
移
も
確
認
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

口
腔
の
疾
患
の
見
つ
け
方

口
腔
の
疾
患
の
見
つ
け
方  

　
口
腔
内
は
、
鏡
な
ど
を
使
え
ば

誰
で
も
自
分
自
身
で
簡
単
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。
そ
の
た

め
、
口
腔
が
ん
は
そ
の
他
の
が
ん
と

比
べ
る
と
、
直
接
目
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
分
、
比
較
的
早
期
発
見
が

可
能
な
が
ん
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
徴
候

が
あ
れ
ば
危
険
サ
イ
ン
な
の
で

し
ょ
う
か
。
口
の
中
の
色
が
白
・

赤
・
黒
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
要

注
意
で
す
。
ま
た
形
で
は
膨
隆
や

潰
瘍
を
伴
っ
て
い
る
と
さ
ら
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　
早
速
、
口
の
中
を
自
分
で
チ
ェッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

最
後
に

最
後
に

　
口
腔
が
ん
は
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
可
能
な
疾
患
で
す
。
口
の

中
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医

院
や
医
院
に
相
談
く
だ
さ
い
。
必

要
に
応
じ
て
雲
南
市
立
病
院
歯
科

口
腔
外
科
と
の
連
携
が
可
能
で

す
。
担
当
医
の
小
池
尚
史
は
（
公

社
）
日
本
口
腔
外
科
学
会
専
門
医

な
ら
び
に
（
一
社
）
日
本
が
ん
治

療
認
定
医
機
構
が
ん
治
療
認
定
医

を
取
得
し
て
お
り
、
口
腔
の
疾
患

に
対
す
る
適
切
な
判
断
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

その 1：色その 1：色　白・赤・黒
その 2：形その 2：形　膨隆・潰瘍

な
か
な
か
治
ら
な
い
口
内
炎
。

な
か
な
か
治
ら
な
い
口
内
炎
。

そ
れ
は
本
当
に
口
内
炎
で
す
か
？

そ
れ
は
本
当
に
口
内
炎
で
す
か
？

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人  

雲
南
市
・
奥
出
雲
町
地
域

雲
南
市
・
奥
出
雲
町
地
域

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
会
・
総
会
・
評
議
員
会
開
催

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
会
・
総
会
・
評
議
員
会
開
催

雲
南
市
立
病
院
　
歯
科
口
腔
外
科
部
長
　
小こ

　
池い
け

　
尚た
か

　
史し

社員総会

評議会

理事会

膨隆 潰瘍

鏡
の
前
で
口
の
中
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

定
期
的
に
歯
科
医
院
へ
通
い
ま
し
ょ
う
！

口腔の解剖図

表面が膨らんで
盛り上がっている
ような状態

表面がえぐれた
ような状態

口の病気の見つけ方
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雲南病院だより 雲南病院だより

 子宮頸がんとは？ 子宮頸がんとは？
　子宮の頸部という子宮の出口に近い部分にできるがん
です。20歳代から増え始め、若い世代のがんの中で多く
を占めています。30歳代までにがんの治療で子宮を失い、
妊娠できなくなる人も１年間に約1,000人います。日本で
は、毎年新たに約１.１万人の女性がかかり、約2,900人
の女性が亡くなっています。
　子宮頸がんのほとんど
がヒトパピローマウイル
ス（HPV） と い う ウ イ
ルスの感染で生じます。

 子宮頸がんの予防方法は？ 子宮頸がんの予防方法は？
　子宮頸がんを予防するためには、HPVワクチンの接種と子宮頸がん検診を受ける
ことが重要です。

 HPVワクチンについて HPVワクチンについて
　世界保健機関（WHO）が接種を推奨しており、令和２年11月時点では110ヵ国で公的な予防接種が行われ
ています。HPVワクチンにより、子宮頸がんの原因の50～70％を防ぐことができます。日本でも接種率は徐々に
上昇しています。下記の対象者は、公費によりワクチン接種をすることができます。

先日いただいた質問はこれです。

「夜、足が硬くなって痛くなるんですが、
どうしたらいいですか？」

　夏になると、外来でこの質問を多く受けます。６月
後半から７月にかけてこの様な症状を訴える方が外来
に受診されます。今年は、例年よりも暑くなっていま
すので、いつもより質問される方が多くなっていると
思っています。

　この症状は医学的には、「筋けいれん」と言われて
おり、よく一般の方が、「こむら返り」や「足がつった」
と言っているものです。原因の多くが日中の「水分不
足」によるものだとされています。水分不足になると、
手足にいく血流の低下を起こし、筋肉が十分に栄養を
得ることができず、日中の疲労を回復することができ
なくなります。その結果、夜間、寝返りなどで足の筋
肉が収縮した際に、筋肉の異常収縮が起こり、痛みや
筋肉の障害につながります。

　多くの場合は水分とナトリウムやカリウムなどの電
解質の適切な摂取によって改善することがあります。
電解質の適切な摂取は難しい場合がありますので、よ
く外来では、「スポーツドリンクを３倍ぐらいに薄め

たもの」がいいとアドバイスしています。飲む目安は
１日１.５Ｌぐらいで、500mlペットボトル３倍に希
釈した量です。

　筋けいれんを「ただ足がつるだけ」と考えるのは危
険です。四肢の血流が低下しているということは、生
命の維持に大切な脳や心臓への血流も落ちている可能
性があります。筋けいれんをよく起こす人は、脳梗塞
や心筋梗塞を起こしやすいとされています。この暑い
夏、水分摂取を心掛けて、体調をしっかり調整してい
きたいですね。

①�令和４年度内採用予定の職員採用試験を行います。受験希望の方は受付期間内に申込書を提出してください。
詳細は、雲南市立病院ホームページ（http://unnan-hp）に掲載しています。
１．試験区分、採用予定人数および受験資格

試験区分 採用予定人数 受験資格
看護師 若干名 昭和52年４月２日以降に生まれた方で、看護師の免許を有する方

２．受付期間
　・受付期間　　随時 (土・日・祝日除く )
　・受付時間　　９時～16時まで

３．試験日時および試験会場
試験日時 随時　応募状況により決定し、後日通知します。
試験会場 雲南市立病院

※�職員採用試験を通じて収集した受験者の個人情報は、職員採用試験および職員として採用された後の人事管理にかかわる事務に利用することを目的と
し、それ以外の目的のために使用することはありません。

②職種「調理員」の会計年度任用職員（パートタイム・フルタイム）を募集しています。
　詳細は、雲南市立病院ホームページ（http://unnan-hp）に掲載しています。
　興味のある方は、見学からでも受け付けています。

職員採用試験案内

【問い合わせ先】雲南市立病院　総務課　☎0854-47-7532（直通）

HPVワクチンの接種でHPVへの感染を予防
＋

定期的な子宮頸がん検診で早期発見・早期治療

対象者
○小学６年～高校１年相当の女子（平成18年４月２日から平成23年４月１日生まれの女子）
○キャッチアップ接種対象者　 　（平成９年４月２日から平成18年４月１日生まれの女子）
　16ページに詳細を掲載しています。

ワクチン接種を希望される方は、医師に相談し説明を受けましょう。

　８月26日（金）14時～16時　　４階大会議室　　予約〆切　８月23日（火）
「胃がん・大腸がんの話　　外科　高

たか
尾
お

　聡
さとし

 医師」　をはじめ、いろいろな専門職よりがんに
ついてお話します。
　　　予約・問い合わせ先　　雲南市立病院　保健推進課　☎0854－47－7510
※新型コロナウイルス感染状況により、中止・延期することがあります。

テーマ：テーマ：がんがん

市民
健康
講座
のお
知ら
せ

筋けいれんが起こるときは、
全身の血管が詰まりやすくなっている可能性あり！

あなたの健康をサポート♪あなたの健康をサポート♪
病院保健師からのちょっと役立つ話病院保健師からのちょっと役立つ話

Vol.14Vol.14「HPVワクチンを受けて子宮頸がんを予防しましょう」「HPVワクチンを受けて子宮頸がんを予防しましょう」
このシリーズでは総合診療医が患者さんからいただいた質問をもとに市民の
皆さんが困っている症状や疑問について解説します。

総合診療医が答える

第27回：「夜、足が硬くなって痛くなるんですが、どうしたらいいですか？」
「こんな「こんな症状症状やや疑問疑問  持持っていませんかっていませんか？？」」

子宮体部

子宮頸部
けい

卵管

卵巣

膣

女性特有のがん発症率の推移
（日本の20～30代女性）

水分が不足
していると

水分が足りて
いると

血管が詰まりやすくなる

血管が詰まりにくい


